
記者発表
令 和 ３ 年 ８ 月 ３ １ 日
宮城県道路メンテナンス会議

令和３年度「第１回 宮城県道路メンテナンス会議」を開催

～道路施設の効率的な老朽化対策の推進に向けて～

「宮城県道路メンテナンス会議」は、道路インフラの予防保全・老朽化対策の
体制強化を図るために平成２６年度に設立され、これまで道路施設の定期点検計
画の策定、見学会・研修会、点検及び修繕の実施に取り組んできたところです。
今回は、令和２年度の点検結果等について、情報共有を図るとともに、効率的

な老朽化対策の推進を目的に開催するものです。
なお、コロナ緊急事態宣言を受け会議形式は書面送付による文書開催としまし

た。

１．開催日：令和３年８月３０日（月）

２．参加者：宮城県道路メンテナンス会議構成員
（東北地方整備局、宮城県、県内３５市町村、宮城県道路公社、
東日本高速道路(株)東北支社、（公社）宮城県建設センター）

３．会議内容
１）道路メンテナンスに関する最近の話題
２）議事

・これまでの活動経緯
・令和２年度の点検結果（速報値）
・二巡目点検計画
・令和３年度の活動計画（案）

※会議資料は、別添を参照してください

４．書面開催
上記３の議事及び道路メンテナンスに関するご意見等について、
会議構成員のご意見を確認します。

〈発表記者会：宮城県政記者会、東北専門記者会〉

＜問い合わせ先＞
宮城県道路メンテナンス会議事務局
国土交通省 東北地方整備局 仙台河川国道事務所

ど ば し とおる

保全対策官 土橋 融 TEL 022-304-1811（直通）

宮城県 土木部 道路課
か も こう じ

総括技術補佐 加茂 康治 TEL 022-211-3160（直通）



国土交通省
東北地方整備局
道路部 道路保全企画官

武田 滋生

道路メンテナンスに関する最近の話題

資料１



1

公共事業関係費（国土交通省関係）の推移
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令和3年度予算（国土交通省）
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防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策 概要

閣議決定：令和2年12月11日
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予防保全による老朽化対策 ～安全・安心な道路を次世代へ～
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道路の橋梁の点検・修繕状況



6

地方公共団体管理の橋梁の予防保全について



7

道路システムのＤＸ ～ｘＲＯＡＤ（クロスロード）の実現～



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

【機密性２】

令和３年度 第１回
宮城県道路メンテナンス会議

令和３年８月３０日
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2

議 事

１．これまでの活動経緯

２．令和２年度の点検結果（速報値）

３．二巡目点検計画

４．令和３年度の活動計画（案）
（１）活動方針
（２）年間スケジュール
（３）技術力向上、点検の効率化
（４）技術支援
（５）広報活動

【資料２】

【資料３】

【資料４】

【資料５】
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資料２－１１．これまでの活動経緯

【会議設立趣意】

インフラの老朽化対策が社会的な課題
地方自治体においても、道路インフラを適正に維持管理していくことが重要
特に市町村では、道路構造物の維持管理についての技術ノウハウや土木技術
系職員が不足しているなどの課題
今後は、点検や計画策定の定期的な実施に加え、それに基づく修繕の実施も
大きな課題
国において策定された「インフラ長寿命化基本計画」に基づき、各インフラ
の管理者は、「インフラ長寿命化計画」及び「個別施設毎の長寿命化計画を
策定する必要あり
これらを踏まえ、橋梁・トンネル等の定期的な点検がスタートしようとする
この機に、道路管理者が連携しながら、技術力の向上、インフラの長寿命化
の推進、さらには道路インフラの維持管理についての情報共有や課題解決へ
の連携を深め、道路の管理を効果的に行っていくことが急務
これらの取り組みに当たっては、個々の道路管理者で対応するよりも県内道
路管理者が一体となって対応することが効果的であり、そのための新たな組
織が必要

メンテナンス会議の目的
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１．これまでの活動経緯

【規約】

（事業）第3条 会議は第2条の目的を推進するため、次の事業を実施する。

（1）道路メンテナンスに関する情報共有に関する事業
（技術基準説明会や現地研修会の実施、損傷事例や対応事例、点検や措置
状況等）

（2）関係者の意見調整に関する事業
（点検、補修等に重点的に取り組むべき路線に関する意見調整、対外協議
に関する調整等）

（3）国民・道路利用者等を対象とした広報に関する事業
（点検結果や構造物の健全度に関する情報発信、老朽化対策に関する関心
と理解の醸成等）

（4）前各号に挙げるものの他、会議の設立の目的に沿った活動の企画及び実施
に関する事業

資料２－１

メンテナンス会議の目的
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宮城県道路メンテナンス会議の活動記録（1/3）

１．これまでの活動経緯 資料２－２

年度 月 会議開催 研修・講習会 広報活動

2014
4～6

6/10 道路メンテナンス会議設立
第1回会議

6/24～7/3 道の駅三本木パネル展示
6/30～7/11 宮城県庁内パネル展示

（H26）

7～9

9/1 第2回会議 8/5 学生による橋梁点検実習
大学生他参加者8名

9/10 現地研修会（名取大橋）
市町村参加者74名

8/4～29 青葉通地下道パネル展示

10～12
11/15 現地見学会（多賀城橋）

一般参加者33名

1～3
1/15 第3回会議
3/24 こ道橋連絡会議（設立）

2015
4～6

6/8 第1回会議

（H27）
7～9 8/28 第2回会議

10～12
12/11～1/8 道の駅三本木パネル展示
12/28～1/29 青葉通地下道パネル展示

1～3
1/14 第3回会議 1/28 現地研修会（柴田大橋）

市町村参加者48名
1/上～2/上 あら伊達な道の駅パネル展示
1/25～2/12 宮城県庁内パネル展示

2016 4～6
（H28）

7～9

7/13 第1回会議
7/25 こ道橋連絡会議

7/19 現地研修会（高清水橋）
市町村参加者59名

10～12
11/9 メンテナンス意見交換会 12/12 親と子の道路メンテナンス体験会

一般参加者17名

1～3

3/13 第2回会議
3/13 道路鉄道連絡会議

2/24 点検研修会（座学）
市町村参加者47名

2/16～28 青葉通地下道パネル展示
3/1～5/31 道の駅三本木パネル展示
3/1～5/31 あら伊達な道の駅パネル展示
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宮城県道路メンテナンス会議の活動記録（2/3）

１．これまでの活動経緯 資料２－２

年度 月 会議開催 研修・講習会 広報活動

2017 4～6
～5/31 道の駅三本木パネル展示
～5/31 あら伊達な道の駅パネル展示

（H29）
7～9

8/3 第1回会議
8/3 こ道橋連絡会議

9/28 耐震講習会（名取川橋）
市町村参加者60名

9/16～17 ハイウェイフェスタとうほく2017

10～12

12/19 第2回会議 11/7 橋梁点検研修（大童橋）
市町村参加者40名

1～3

2/27 第3回会議
2/27 道路鉄道連絡会議

2018 4～6

(H30) 7～9

8/3 第1回会議 9/19 道路メンテナンス入門講座
市町村参加者17名

8/1～10 青葉通地下道ｷﾞｬﾗﾘｰパネル展示
9/22,23 ハイウェイフェスタとうほく2018

ブース開設、パネル展示

10～12

10/2 既設橋の耐震対策講習会(綱木川橋)
市町村参加者17名

10/25 橋梁の大規模修繕現場見学会（三迫川橋）
市町村参加者 8名

11/27 構造物点検研修会（4号新韮神橋）
市町村参加者11名

12/5 構造物点検研修会（45号古川橋）
市町村参加者14名

1～3

2/20 道路鉄道連絡会議 2/7 橋梁点検研修(大童橋)
市町村参加者25名

1/16～31 青葉通地下道ｷﾞｬﾗﾘｰパネル展示
1/22～ あ・ら伊達な道の駅パネル展示
1/22～ 道の駅三本木パネル展示
2/12～15 宮城県庁内パネル展示
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宮城県道路メンテナンス会議の活動記録（3/3）

１．これまでの活動経緯 資料２－２

年度 月 会議開催 研修・講習会 広報活動

2019 4～6
4/12 第2回会議
6/12 事務局会議

6/11 橋梁の大規模修繕現場見学会
（迫川橋(東北道)） 市町村参加者20名

6/26 既設橋の耐震対策講習会
（仙台南IC橋(東北道)）市町村参加者10名

（R1）

7～9

8/27 第1回会議 9/26 道路メンテナンス入門講座(座学）
市町村参加者6名

8/1～30 青葉通地下道ｷﾞｬﾗﾘｰパネル展示
9/21,22 ハイウエイフェスタとうほく

2019ブース開設
老朽化対策パネル展示
場所：仙台市勾当台公園

10～12

10/9 溝橋点検講習会（48号西-10ﾎﾞｯｸｽ）
市町村参加者18名

10/7 県版道路メンテナンス概要公表

12/27～ 老朽化対策パネル展示
場所：道の駅三本木

あ・ら・伊達な道の駅

1～3

3/5 道路鉄道連絡会議
第2回会議

（コロナ対策で文書開催）

2/25～28 老朽化対策パネル展示
場所：県庁1Fロビー

2020 4～6

(R2) 7～9
7/7 事務局会議

9/11 第1回会議

8/1～30 青葉地下道ｷﾞｬﾗﾘｰﾊﾟﾈﾙ展示

10～12

11/26 橋梁点検研修(座学)
市町村参加者57名

12/9 県版道路メンテナンス概要公表

1～3

2/8 道路鉄道連絡会議
第2回会議

3/4 点検支援技術活用講習会（4号名取大橋）
市町村参加者16名

1/25～老朽化対策パネル展示
場所：道の駅三本木

あ・ら・伊達な道の駅
3/15～ 老朽化対策パネル展示（予定）

場所：県庁1Fロビー
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11%

(347)

77%

(2,390)

12%

(368)

0.1%

(2)

（１）橋梁の判定区分

37%

(74)

56%

(111)

7%

(13)

0%

(0)

（高速道路会社）

9

２．令和２年度の点検結果（速報値）

（国土交通省） （県・政令市） （市町村）

■Ⅰ：健全 ■Ⅱ：予防保全段階 ■Ⅲ：早期措置段階 ■Ⅳ：緊急措置段階

○橋梁では宮城県(全道路管理者)における
判定区分の割合は、Ⅰ 11%、Ⅱ 77%、Ⅲ 12%、Ⅳ 0.1%

（全道路管理者）

R2年度
国土交通省

198橋

R2年度
宮城県
3,107橋

18%

(22)

71%

(84)

11%

(13)

0%

(0)

R2年度
高速道路会社

119橋

9%

(48)

51%

(272)

40%

(216)

0%

(0)

R2年度
県・政令市

536橋

9%

(203)

85%

(1,923)

6%

(126)

0.1%

(2)

R2年度
市町村
2,254橋

資料３－１

※「道路メンテナンス会議」調べ（令和3年3月末時点）
※数値は速報値であり、精査によって変更する場合がある
※施設数は撤去済・廃止済等の施設を除く

宮城県

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

国土交通省 835 198 74 111 13 0

高速道路会社 608 119 22 84 13 0

県・政令市 2,719 536 48 272 216 0

市町村 8,552 2,254 203 1,923 126 2

合計 12,714 3,107 347 2,390 368 2

施設数管理者
R2点検
実施数

R2判定区分



38%

(348)

55%

(511)

7%

(65)

0%

(0)

24%

(134)

64%

(364)

12%

(71)

0%

(0)

28%

(4,624)

61%

(10,036)

11%

(1,834)

0.1%

(13)

（１）橋梁の判定区分
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２．令和２年度の点検結果（速報値）

○橋梁では東北(全道路管理者)における
判定区分の割合は、Ⅰ 28%、Ⅱ 61%、Ⅲ 11%、Ⅳ 0.1%

（全道路管理者）

R2年度
東北

16,507橋

資料３－１

■Ⅰ：健全 ■Ⅱ：予防保全段階 ■Ⅲ：早期措置段階 ■Ⅳ：緊急措置段階

東北全体

（高速道路会社）（国土交通省） （市町村）

R2年度
国土交通省

924橋

R2年度
高速道路会社

569橋

20%

(634)

61%

(1,967)

19%

(614)

0.03%

(1)

R2年度
県・政令市
3,216橋

30%

(3,508)

61%

(7,194)

9%

(1,084)

0.1%

(12)

R2年度
市町村

11,798橋

（県・政令市）

※「道路メンテナンス会議」調べ（令和3年3月末時点）
※数値は速報値であり、精査によって変更する場合がある
※施設数は撤去済・廃止済等の施設を除く

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

国土交通省 4,380 924 348 511 65 0

高速道路会社 3,016 569 134 364 71 0

県・政令市 16,959 3,216 634 1,967 614 1

市町村 49,437 11,798 3,508 7,194 1,084 12

合計 73,792 16,507 4,624 10,036 1,834 13

施設数管理者
R2点検
実施数

R2判定区分



3%

(1)
28%

(8)

69%

(20)

0%

(0)

0%

(0)

5%

(1)

95%

(18)

0%

(0) 0%

(0)

100%

(2)

0%

(0)

0%

(0)

14%

(1)

57%

(4)

29%

(2)

0%

(0) 0%

(0)

100%

(1)

0%

(0)

0%

(0)

（２）トンネルの判定区分

宮城県
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○トンネルでは宮城県(全道路管理者)における
判定区分の割合は、Ⅰ 3%、Ⅱ 28%、Ⅲ 69%、Ⅳ 0%

（全道路管理者）

R2年度
宮城県
29箇所

資料３－２

■Ⅰ：健全 ■Ⅱ：予防保全段階 ■Ⅲ：早期措置段階 ■Ⅳ：緊急措置段階

２．令和２年度の点検結果（速報値）

（高速道路会社）（国土交通省） （県・政令市） （市町村）

R2年度
国土交通省

7箇所

R2年度
高速道路会社

1箇所

R2年度
県・政令市
19箇所

R2年度
市町村
2箇所

※「道路メンテナンス会議」調べ（令和3年3月末時点）
※数値は速報値であり、精査によって変更する場合がある
※施設数は撤去済・廃止済等の施設を除く

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

国土交通省 31 7 1 4 2 0

高速道路会社 4 1 0 1 0 0

県・政令市 78 19 0 1 18 0

市町村 30 2 0 2 0 0

合計 143 29 1 8 20 0

施設数管理者
R2点検
実施数

R2判定区分



17%

(8)

54%

(25)

28%

(13)

0%

(0)

0%

(0)

79%

(15)

21%

(4)

0%

(0)

5%

(9)

46%

(88)

49%

(94)

0%

(0)

（２）トンネルの判定区分
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○トンネルでは東北(全道路管理者)における
判定区分の割合は、Ⅰ 5%、Ⅱ 46%、Ⅲ 49%、Ⅳ 0%

（全道路管理者）

R2年度
東北

191箇所

資料３－２

■Ⅰ：健全 ■Ⅱ：予防保全段階 ■Ⅲ：早期措置段階 ■Ⅳ：緊急措置段階

２．令和２年度の点検結果（速報値）

東北全体

（高速道路会社）（国土交通省） （市町村）

R2年度
国土交通省
46箇所

R2年度
高速道路会社

19箇所

1%

(1)

33%

(32)

66%

(65)

0%

(0)

R2年度
県・政令市
98箇所

0%

(0)

57%

(16)

43%

(12)

0%

(0)

R2年度
市町村
28箇所

（県・政令市）

※「道路メンテナンス会議」調べ（令和3年3月末時点）
※数値は速報値であり、精査によって変更する場合がある
※施設数は撤去済・廃止済等の施設を除く

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

国土交通省 277 46 8 25 13 0

高速道路会社 127 19 0 15 4 0

県・政令市 587 98 1 32 65 0

市町村 161 28 0 16 12 0

合計 1,152 191 9 88 94 0

施設数管理者
R2点検
実施数

R2判定区分



19%

(25)

51%

(66)

29%

(38)

0%

(0)

24%

(13)

46%

(25)

30%

(16)

0%

(0)

0%

(0)

67%

(4)

33%

(2)

0%

(0)

15%

(7)

46%

(22)

40%

(19)

0%

(0)

24%

(5)

71%

(15)

5%

(1)

0%

(0)

（３）道路附属物等の判定区分
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○道路附属物等では宮城県(全道路管理者)における
判定区分の割合は、Ⅰ 19%、Ⅱ 51%、Ⅲ 29%、Ⅳ 0%

（全道路管理者）

R2年度
宮城県
129施設

（シェッド・大型カルバート・横断歩道橋・門型標識等）

資料３－３

■Ⅰ：健全 ■Ⅱ：予防保全段階 ■Ⅲ：早期措置段階 ■Ⅳ：緊急措置段階

２．令和２年度の点検結果（速報値）

宮城県

（高速道路会社）（国土交通省） （県） （市町村）

R2年度
国土交通省
48施設

R2年度
高速道路会社

21施設

R2年度
県・政令市
54施設

R2年度
市町村
6施設

※「道路メンテナンス会議」調べ（令和3年3月末時点）
※数値は速報値であり、精査によって変更する場合がある
※施設数は撤去済・廃止済等の施設を除く

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

国土交通省 195 48 7 22 19 0

高速道路会社 168 21 5 15 1 0

県・政令市 144 54 13 25 16 0

市町村 22 6 0 4 2 0

合計 529 129 25 66 38 0

施設数管理者
R2点検
実施数

R2判定区分



24%

(147)

56%

(352)

20%

(125)

0%

(0)

12%

(19)

45%

(69)

43%

(67)

0%

(0)

11%

(6)

72%

(41)

18%

(10)

0%

(0)

21%

(48)

60%

(136)

18%

(41)

0%

(0)

40%

(74)

57%

(106)

4%

(7)

0%

(0)

（３）道路附属物等の判定区分
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○道路附属物等では東北(全道路管理者)における
判定区分の割合は、Ⅰ 24%、Ⅱ 56%、Ⅲ 20%、Ⅳ 0%

（全道路管理者）

R2年度
東北

624施設

（シェッド・大型カルバート・横断歩道橋・門型標識等）

資料３－３

■Ⅰ：健全 ■Ⅱ：予防保全段階 ■Ⅲ：早期措置段階 ■Ⅳ：緊急措置段階

２．令和２年度の点検結果（速報値）

東北全体

（高速道路会社）（国土交通省） （市町村）

R2年度
国土交通省
225施設

R2年度
高速道路会社

187施設

R2年度
県・政令市
155施設

R2年度
市町村
57施設

（県・政令市）

※「道路メンテナンス会議」調べ（令和3年3月末時点）
※数値は速報値であり、精査によって変更する場合がある
※施設数は撤去済・廃止済等の施設を除く

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

国土交通省 1,177 225 48 136 41 0

高速道路会社 909 187 74 106 7 0

県・政令市 1,111 155 19 69 67 0

市町村 254 57 6 41 10 0

合計 3,451 624 147 352 125 0

施設数管理者
R2点検
実施数

R2判定区分



○橋梁、トンネル、道路附属物等の二巡目点検計画（宮城県）
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３．二巡目（Ｒ１～Ｒ５）の点検計画 資料４

（１）橋梁の点検計画

（２）トンネルの点検計画

（３）道路附属物等の点検計画（シェッド・大型カルバート・横断歩道橋・門型標識等）

管理者名 点検実施総数 R1点検実施数 R2点検実施数 R3点検予定数 R4点検予定数 R5点検予定数

国土交通省 817 130 198 180 196 113

高速道路会社 603 110 119 103 145 126

県・政令市 2,694 504 536 566 543 545

市町村 8,531 1,643 2,254 1,972 1,844 818

合計 12,645 2,387 3,107 2,821 2,728 1,602

管理者名 点検実施総数 R1点検実施数 R2点検実施数 R3点検予定数 R4点検予定数 R5点検予定数

国土交通省 31 3 7 12 8 1

高速道路会社 4 1 1 1 1 0

県・政令市 77 19 19 17 20 2

市町村 32 7 2 1 14 8

合計 144 30 29 31 43 11

管理者名 点検実施総数 R1点検実施数 R2点検実施数 R3点検予定数 R4点検予定数 R5点検予定数

国土交通省 185 30 48 48 21 38

高速道路会社 167 30 21 33 35 48

県・政令市 144 12 54 30 17 31

市町村 21 5 6 2 4 4

合計 517 77 129 113 77 121

※「道路メンテナンス会議」調べ（R1は確定値、R2は速報値、R3以降はR2.3末時点の施設における計画）
※R2点検実施数は速報値であり、精査によって変更する場合がある
※予算措置状況、施設の新設・撤去・廃止・管理移管等により変更する場合がある
※施設の新設・撤去・廃止・管理移管・診断中等により施設数と点検数が一致しない場合がある



○橋梁の点検計画数の推移（宮城県）
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３．二巡目（Ｒ１～Ｒ５）の点検計画

130 198 180 196 113
110 119 103 145

126

504 
536 566 543 

545 

1,643

2,254
1,972 1,844

818

2,387

3,107

2,821
2,728

1,6021,796

2,512

3,144

3,672

1,559

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

R1 R2 R3 R4 R5

国土交通省

高速道路会社

県・政令市

市町村

H26～30

(H26)

(H27)

(H28)

(H29)

(H30)

（橋）

資料４

※「道路メンテナンス会議」調べ（R1は確定値、R2は速報値、R3以降はR2.3末時点の施設における計画）
※R2点検実施数は速報値であり、精査によって変更する場合がある
※予算措置状況、施設の新設・撤去・廃止・管理移管等により変更する場合がある
※施設の新設・撤去・廃止・管理移管・診断中等により施設数と点検数が一致しない場合がある

H26～30点検数
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（１）活動方針

①市町村の技術支援に重点
点検支援技術活用講習会
新人市町村職員講習会
小規模橋梁点検技術講習会
「県内道路メンテナンス支援団」
⇒直接現地や役場に出向いて、市町村への技術支援を実施

②広報の拡充（情報発信）
道の駅での広報を継続（老朽化の現状や対策による効果の発信）
県版「道路メンテナンス概要」を公表

③効率的に会議を開催
会議同日に、道路鉄道連絡会議、こ道橋連絡会議を開催
会議開催日は議会日程に配慮

資料５－１４．令和３年度の活動計画（案）
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（２）年間スケジュール（宮城県）

４．令和３年度の活動計画（案）

年度 月 会議 研修・講習会 広報活動

2021
（R3）

4

5
5/28 道路メンテナンス入門講座（座学）

市町村参加者9名

6
6/11 事務局会議

7
橋梁初級Ⅰ研修（Ⅰ期）（7/5～9）※
7/21 溝橋点検講習会（48号西-14ﾎﾞｯｸｽ）

市町村参加者15名

8
8/30 第１回道路メンテナンス会議 ﾊﾟﾈﾙ展示（仙台市青葉地下道）

9
橋梁初級Ⅰ研修（Ⅱ期）（9/13～17）※
橋梁点検講習会

10
耐震補強 現場見学会 県版「道路メンテナンス概要」公表

11

橋梁初級Ⅱ研修（11/16～19）※
点検支援技術活用講習会（48号仲ノ瀬橋）

ﾊﾟﾈﾙ展示（道の駅）11～12月

12
既設構造物修繕講習会

1

2
第2回道路メンテナンス会議
道路鉄道連絡会議
こ道橋連絡会議

ﾊﾟﾈﾙ展示（県庁ロビー）

3

資料５－２

※青字は整備局主催研修
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○道路メンテナンス会議

第１回：本日
令和２年度の点検結果
二巡目点検計画
活動方針の決定
講習会、研修、広報等の実施方針
道路鉄道連絡会議、こ道橋連絡会議に向けた作業確認

第２回：令和４年１～２月
令和３年度の点検、修繕実施状況
令和３年度の活動結果
令和４年度の財政支援制度

４．令和３年度の活動計画（案） 資料５－２
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○道路鉄道連絡会議、こ道橋連絡会議

こ道橋連絡会議
開催日程：令和４年１～２月
議題（案）：
・法定外施設の点検実施状況
・こ道橋管理者からの要望事項等

道路鉄道連絡会議
開催日程：令和４年１～２月
議題（案）
・跨線橋の点検実施状況
・跨線橋の点検・修繕計画
・鉄道管理者からの要望事項等

時期 地方整備局 鉄道会社 事務局 国 地方公共団体 高速道路会社

4

5

6

7

8

9

10

11

12

1

2

3

道路鉄道連絡会議の開催

確認書の変更協議の回答

道路メンテナンス年報

（公表後）

点検・修繕に関する個別協定の合意

道路管理者と鉄道事業者との調整

（整備局はJR貨物）

前年度点検結果等を踏まえた

計画の見直し及びとりまとめ

点検・修繕に関する個別協定の締結

（点検・工事の開始）

＜道路鉄道連絡会議の年間予定＞

４．令和３年度の活動計画（案） 資料５－２
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①道路構造物管理実務者研修
〈東北地方整備局〉

対 象：地方公共団体職員及び直轄職員

目 的：地方公共団体の職員の技術力育成のため、
定期点検要領に基づく点検に必要な知識・技能等
を取得するための研修
（橋梁Ⅰ ⅰ期、ⅱ期は全国統一のカリキュラム

同内容を２回開催予定）

【令和３年度研修（計画）】

令和２年度の実施状況：延べ１７名の地方公共団体職員（１０県市町村※１）が受講

研修名 開催時期 募集期間※２ 募集定員 参加状況※２

（ ）は地公体職員数

橋梁初級Ⅰ（ⅰ期） 7/5～7/9 締切済 ２０名 ９名（５名）

トンネル初級 調整中 締切済 ２０名 ８名（０名）予定

橋梁初級Ⅰ（ⅱ期） 9/13～9/17 締切済 ２０名 ２０名（１１名）予定

橋梁初級Ⅱ 11/16～11/19 9/17まで ２０名 募集中

※１ 重複計上あり ※２ R3.8.30時点

○地方自治体への支援（東北地方整備局主催研修）

（３）技術力向上、点検の効率化

４．令和３年度の活動計画（案） 資料５－３
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４．令和３年度の活動計画（案）
〇道路メンテナンス基礎技術の習得（宮城県）

① 道路メンテナンス入門講座（座学）

■ 対 象 者：道路メンテナンスの業務経験の
浅い自治体職員及び入省３年以内の直轄職員

■ 参加者数：地公体９名、国１０名（事務局含む）
■ 開催月日：５月２８日（金）
■ 目 的：新規採用や人事異動、担当が事務系職員等で

道路メンテナンス業務経験の浅い職員を対象に、
道路メンテナンスの意義や取り組みについて、
基礎的な内容の講習会を行う。 令和３年度 道路メンテナンス入門講座（仙台河川国道事務所）の様子

② 溝橋点検講習会（座学・現地）

■ 開催月日 ： 令和３年７月２１日（水）
■ 場 所 ： 国道４８号 西－１４ボックス
■ 参加者数 ： 地公体１５名、国６名（事務局含む）
■ 目 的 ： 管理者として必要な点検・保全技術の

向上を目的に、溝橋（ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ）を
対象に点検のポイントについて座学と
現地講習を実施。

▲令和3年度 溝橋講習会の様子（国道48号西-14ボックス）

〇点検技術力の向上（宮城県）

資料５－３
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４．令和３年度の活動計画（案） 資料５－３

③ 橋梁点検講習会（座学・現地）

■ 開催時期 ： 令和３年９月
■ 場 所 ： 国道４８号 泉橋
■ 参加規模 ： ２０名程度
■ 目 的 ： 管理者として必要な点検・保全技術の

向上を目的に、橋梁を対象にそのポイ
ントについて座学と現地講習を実施。

〇点検技術力の向上（宮城県）

「コロナ緊急事態宣言」
のため開催検討中

▲平成30年度 橋梁点検講習会の様子（国道45号古川橋）

④ 点検支援技術活用講習会

■ 開催時期 ： 令和３年１１月頃
■ 場 所 ： 国道４８号 仲ノ瀬橋
■ 参加規模 ： ２０名程度
■ 目 的 ： 点検要領の改定を受けて利用可能となった、

点検支援技術の理解を深め、効率的な点検
の活用促進を図るため、技術活用の流れや
技術選定の留意点、現地での活用方法につ
いて座学と実演により知見の習得を目指す。

▲令和2年度 点検技術講習会の様子（国道4号名取大橋）
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４．令和３年度の活動計画（案） 資料５－３

〇補修・修繕等の技術力向上（宮城県）

⑥ 既設構造物修繕講習会

■ 開 催 時 期 ： 令和３年１２月頃

■ 場 所 ： 調整中

■ 参 加 規 模 ： ２０名程度

■ 目 的 ： 道路橋の維持・補修に関する座学を行うとともに、実際の補修現場を見学
することにより、基礎的な知識を習得し、管理者としての技術力向上を図り、
補修の促進につなげる。

【新 規】

⑤ 耐震対策講習会

■ 開 催 時 期 ： 令和３年１０月頃

■ 場 所 ： 調整中

■ 参 加 規 模 ： ２０名程度

■ 目 的 ： 既設橋の耐震対策についての基礎的
な知識を習得し、管理者としての
技術力向上を図る。 令和元年 東北自動車道仙台南ＩＣ橋現場見学会の様子
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（４）技術支援（県内道路メンテナンス支援団）

道路施設の点検や保全関係の技術的課題に係る自治体からの疑問や相談に対応するアドバ
イザーチームとして、『県内道路メンテナンス支援団』を設置
直接現地や役場に出向いて、市町村への技術的助言・支援を実施

４．令和３年度の活動計画（案） 資料５－４

市町村管理の道路施設（橋梁、トンネル、附属物、舗装、土工等）

支援目的・内容

定期点検促進 相
談

予防保全、修繕に係る
技術的課題の解決

県内道路メンテナンス支援団

例えば、
○補修の優先順位を付けるための知恵を
貸してほしい。

○点検要領の勉強会を役場で開催したい。
○劣化状況を見に来てアドバイスしてほしい。
などなど気軽な相談を。

支
援

相
談

損傷が著しいと診断された橋梁の対応方策について相談
⇒県内道路メンテナンス支援団で現地を確認し

措置方法等について助言

＜実施事例①（秋田県）R2.9＞

＜実施事例②（岩手県）R2.10＞

＜実施事例➂（福島県）R3.1＞

県
内
道
路

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
支
援
団
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４．令和３年度の活動計画（案）

（５）広報活動（宮城県）

老朽化対策パネル展示

● 青葉通地下道ギャラリー（仙台市）【展示済み】
時 期 ： 令和３年８月２日～３１日

● 宮城県内道の駅でのパネル展示
時 期 ： 令和３年１０月頃～

● 宮城県庁ロビーでのパネル展示
時 期 ： 令和４年２月頃 ２週間程度

● その他（予定）
・県内市町村役場等での老朽化対策紹介

資料の掲示（Ａ３版）
・ホームページでの紹介

↑ 青葉通地下道ｷﾞｬﾗﾘｰ

←道の駅
「あ・ら伊達」

←県庁ロビー

資料５－５


